
エリザベスカラーについて 
 

主な用途として 

● 手術後、患部を舐めたり縫合してある糸を歯でかみきら 

ないようにするため 

● 皮膚病や傷などで患部を舐めて悪化するのを防いだり、 

外用薬などを舐めないようにするため 

● 眼科疾患の動物や耳の痒い動物が目や耳を掻きむしって 

傷つけないようにするため 

● 処置などのときに振り向いて手や器具などに動物の顔が 

当たらないようにするため 

● 点滴のための留置針や、治療のためのカテーテルや器具を取ってはずさないようにするため 

    

など、治療の補助のために処方しています。 

一時的に動物に不便を強いる形になりますが、カラーをしないことで逆に治療期間が延長してしまうこともあります。 

（中には再手術や再処置が必要になることも！！） 

エリザベスカラーをうまく使って動物の病気の治癒を助けてあげましょう。くわしくは当院スタッフまでご相談ください。 

 

＊ エリザベスカラーは使い捨てではなく、他の病気や怪我のときにも使えますので、購入したカラーはそのまま保管しておくことをおすすめします。 

＊ エリザベスカラーをつけることは傷や病気の悪化を防ぐという利点がありますが、神経質になったり、ストレスがたまってしまう子も中にはいますので、 

よく観察して、なにか問題があるようであればすぐ病院までご相談ください。 

 


